
　　平成２３年９月３０日（金）午後２時 玉名市福祉センターＢ会議室
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番　寺田　誠一 ２番　東　　令佐 ３番　西川　英文 ４番　三原　一男

５番  星野    泉 ９番　奥村  隆一

14番　田尻　敏夫 15番  西木 美津子 16番　河野　征史 17番　取本　一則

18番　粟田　　稔 19番　田上  　一 21番  堀本  義寛

22番  小路  修三 23番  木村    勝 24番  吉田  道子 26番  松下  善伸

27番　杉本　征子 29番　小澤　一成 30番　中尾　新一 31番　塚本眞由美

32番　田中　正司 33番　岡本　大助 34番　早髙　義德 35番　平野　和昭

36番  藤川  賢一 37番　石本  和成 38番　小田　　募

１．本日の欠席委員は、次のとおりである

８番　永田  達三 12番　本田多美子
13番　丸山　近信 25番　柴原　　豊 28番　松村　毅一

１．傍聴者数は、次のとおりである。

　０　名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　永井 正治 次長　西村　則義 係長 立川  芳美 主任　宮田 正文

主任　清田 静香 主任  中根  剛

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

　0　名

議　題

第５５号 農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第５６号 農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第５７号 事業計画変更承認申請について（５条許可後)

第５８号 農地の転用許可申請について（４条許可分）

第５９号 農地の転用許可申請について（５条許可分）

第６０号 農用地利用集積計画の決定について

報　告

平成２３年第９回玉名市農業委員会総会議事録

７番　島村  隆雄

６番　永田　知博 10番　坂西　孝之

11番　嶋田  清人

20番　原口　邦弘



第２５号 農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第２６号 農地の形状変更届について
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１．開 会 

○事務局長（永井正治君） 皆さんこんにちは。定刻になりましたので、第９回農業委

員会総会を開催します。 

現在の出席委員は３８名のうち、丸山委員、永田達三委員、本田委員、島村委員、

松村委員、嶋田委員、柴原委員、７名の方から欠席の届け出が出ております。３１

名の出席でございますので、玉名市農業委員会会議規則第６条の規定によりまして

会議は成立しております。 

ただいまから、平成２３年第９回の玉名市農業委員会総会を開催いたしたいと思

います。。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（永井正治君）まず、寺田会長よりご挨拶をいただきまして、引き続き会議

規則第４条により議長をお願いし、進行をしていただきます。会長よろしくお願い

します。 

○会長（寺田誠一君） 皆さんこんにちは。本日は、非常に天候悪い中にご出席いただ

きましてありがとうございました。待望の雨が昨日から降り続いておりまして、我々

ついに待ち望んでおりました、作物にも今後この雨影響していくんじゃないかとい

うふうに期待をしております。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（寺田誠一君） それでは早速でございますけど、議事に入りたいと思います。

本日の議案は、議第５５号より議第６０号までの５８件と、報告１４件が提案され

ております。慎重なる審議よろしくお願いいたします。 

本日の議事録署名委員は、東委員と原口委員にお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（寺田誠一君） それでは、議事に入ります。議第５５号、農地法第３条、農地

の所有権移転許可申請についてを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議案の１ページをお願いします。 

議第５５号、農地の所有権移転許可申請について。農地法第３条第１項の規定に

よる下記農地の所有権移転許可申請について許可するものとする。平成２３年９月

３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の畑１,１１８㎡を、農業廃止と規

模拡大による売買です。 
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２番、天水町と横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,４５２㎡他１筆、

計２,５６７㎡を、労力不足と規模拡大による売買です。 

３番、天水町と岱明町の申請人で、申請物件が石貫の畑６１７㎡を、労力不足と

規模拡大による売買です。 

４番、石貫と岱明町の申請人で、申請物件が石貫の畑２７㎡を、生活資金充当と

規模拡大による売買です。 

５番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田５２０㎡他１筆，計１,４４６

㎡を、生活資金充当と規模拡大による売買です。 

６番、安楽寺と岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田５２４㎡を、甥へ贈与

するものです。 

以上、６件６,２９９㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２項各号

の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得後の全ての農地を利用するこ

と、機械、労働力、技術、地域との関係などにおいても問題ないこと、下限面積要

件も超えていることから、許可要件の全てを満たしているものと判断しましたので、

ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） それでは、説明に入ります。受付番号１番より順次、担当委員

会の説明をお願いいたします。 

１番どうぞ。 

○３５番（平野和昭君） この件につきましては、譲渡人が高齢ということもあります

が、１３年前より受人のほうが小作しておりまして、もう高齢だからということで

こうした売買にかけたというわけです。いろいろ検討しましても許可相当であると

判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次２番。 

○３０番（中尾新一君） 譲渡人は高齢で息子さんも商売をしているので、労力不足と

いうことです。譲受人は譲渡人の甥にあたり米作りを頑張っておりますので、許可

相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番、４番、関連がございますので続けて説明をお願いい

たします。 

○１８番（粟田 稔君） 譲渡しの３番、４番の件につきましては、兄弟ということで、

労力不足と生活資金充当というふうになっております。それから、この場所という

のは福祉大学、玉名駅のほうからいったら左よりのずっと先の山道、農家林道です。

この牧場の上のほうの山中の中の畑として現在は労力の足りていない状態で、大路

からかなり離れとるというような感じですが、バイパスを通ったら車ででも１０分

かからない場所なので、特に問題がない、許可相当と判断します。 
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○議長（寺田誠一君） 次、５番。 

○２２番（小路修三君） 譲渡人が高齢ということでございまして、1 人暮らしで生活

が困難ということで、場所、条件が整っての売買ですので、問題ありません。許可

相当です。 

   それから、６番でございますが、これは甥への贈与ということで、問題はありま

せん。許可相当です。 

   以上です。 

○議長（寺田誠一君） １番から６番につきましては、地元委員からの説明が終わりま

した。この他、皆さん方、ご意見、ご質問、この件についてございませんか。 

○３６番（藤川賢一君） ３番、４番は値段的に今後ずっと宅地として使われるような

所ですか。 

○１８番（粟田 稔君） 全体的に金額がでとる値段で。 

○１７番（取本一則君） この付近が１５０万くらいで出てるんですよ。南関からの農

家林道が１１月にもう竣工して年度末には全線開通になるみたいです。これが通れ

ば天水まではすぐ近くなるですたいね。観光バスが通るぐらいの広か道ですよ。 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ございませんか。 

（なしの声） 

○議長（寺田誠一君） 他に質問がないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、原案どおり決定することに

異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第５５号は許可することに決定いた

しました。 

次に、議第５６号、農地法第３条農地の使用貸借権設定可申請についてを議題と

いたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） ３ページをお願いします。議第５６号、農地の使用貸借権

設定許可申請について。農地法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設

定許可申請について許可するものとする。平成２３年９月３０日提出、玉名市農業

委員会会長、寺田誠一。 

１番、玉名と熊本市の申請人で、申請物件が玉名の田１,７８０㎡他１５筆、計

１４,５９７.３４㎡を、農業者年金受給に伴う再設定で、平成２３年１０月１日か

ら１０年間契約するものとする。 

以上、１件１４,５９７.３４㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２

項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後の全ての農地を利用す
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ること、機械、労働力、技術、地域との関係などにても問題ないこと、下限面積要

件も超えていることから、許可要件の全てを満たしているものと判断しましたので、

ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。担当委員の説明をお願いいたします。 

○１５番（西木美津子君） 貸人と借人、親子ですけど、貸人さんは熊本のに勤めてい

るんです。だけど土曜、日曜とかは加勢しておられます。農業者年金の１０年間の

再設定で異常ありません。許可相当と判断いたしました。 

   以上です。 

○議長（寺田誠一君） それでは、担当委員の説明が終わりました。他に、ご意見、ご

質問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問ないようでございますので、採決に移りま

す。 

農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請について、原案どおり決定するこ

とに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第５６号は許可することに決定いた

しました。 

次に、議第５７号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請についてを議題とい

たします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５７号、農地転用許可後の事業計画変更承認申請につ

いて。農地法第５条第１項の規定により許可があった下記農地の事業計画変更承認

申請について意見決定するものとする。平成２３年９月３０日提出、玉名市農業委

員会会長、寺田誠一。 

１番、申請物件が築地の田１０５㎡他１筆、計６１０㎡で、平成２２年６月に共

同住宅として転用許可済の物件ですが、通路及び駐車場が狭く出入りが困難なため

７８㎡拡幅されるものでございます。この７８㎡拡幅されることについては、議第

５７号８番にて提案しておりますので、よろしくお願いします。 

以上でございます。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。担当委員からの説明をお願いいたします。 

○３番（西川英文君） この案件は、今説明ありましたように６月の総会で許可された

ものですけれども、ゆとりのある駐車場ということで、隣の方の土地を買い入れる

ということだそうです。ことに前の道路がバイパスが開通したために、非常に車の

量が多くなって、既存の道路では出入りがしにくいというふうな面もありまして、
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こういったことになったかと思います。別段問題がなく、許可相当と判断いたしま

した。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他に、ご意見、ご質問ござい

ませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問ないようですので、採決に移ります。農地

転用許可後の事業計画変更承認申請について、原案どおり許可する等々意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第５７号は許可相当と意見決定する

ことに決定いたしました。 

次に、議第５８号、農地法第４条の農地の転用許可申請についてを議題といたし

ます。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） ５ページをお願いします。議第５８号、農地の転用許可申

請について。農地法第４条第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意

見決定するものとする。平成２３年９月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田

誠一。 

１番、申請物件が築地の畑２１０㎡で、転用目的が宅地拡張です。農地区分は住

宅用メンテナンス地域に隣接する区域内に存在する用地で、第２種農地と判断して

おります。申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

以上、１件２１０㎡をご提案申し上げております。申請内容を農地転用許可基準、

全ての項目ごと適合するか否か審査いたしました結果、いずれも不都合がないもの

と判断し、ご提案いたしております。地元農業委員さん同道の上、現地調査を行っ

ておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。本来ならば、担当委員の説明をいただく

わけでございますけど、これには始末書が添付されておりますので、この始末書の

朗読を事務局から行った後、農業委員の説明をお願いします。 

○事務局（宮田正文君） 始末書を朗読させていただきます。 

今回私の自宅の隣に息子が住まいを新築することになったので、分築のための測

量をし回っていたところ、私所有の居宅及び農業用倉庫兼車庫の一部が隣接農地へ

はみ出して建っていたことが分かりました。申請地は自己所有地だったので、隣の

人に迷惑をかけることはないと土地境界測量を行わなかったことが今回の原因だと

思われます。農業委員会の申請手続きが遅れてしまったことにつきましては、誠に

申し訳ありませんでした。二度とこのようなことのないよう注意いたします。 
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   以上です。 

○議長（寺田誠一君） それでは、地元担当委員からご説明をお願いいたします。 

○３番（西川英文君） この案件は、数十年前に本家から分家所帯に広い１筆の土地を

いただいて、家を建てられたということです。今、始末書にもありましたように、

その際に十分測量しなかったということですけども、本来農地法に対して無知とい

いますか、あるいはないがしろにしていたといいますか、そういった感じで始末書

付いたわけです。地元農業委員としましては、やっぱり始末書の付いたやつを許可

相当とはなかなか言えませんけども、仕方がないのかなというふうには思っており

ます。あとは皆さん方の判断に委ねたいと思います。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が非常に十分な説明をしていただきましたけれ

ど、このことについて他にご意見、ご質問ございませんか。 

○９番（奥村隆一君） 数十年前なら仕方ないでしょう。異議ありません。 

○議長（寺田誠一君）それでは、他にご意見、ご質問ないようでございますので採決に

移ります。農地法第４条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可する等々

意見決定することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第５８号は許可相当と意見決定する

ことに決定いたしました。 

引き続きまして、議第５９号、農地法第５条農地の転用許可申請についてを議題

といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５９号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２３年９月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、親子間での使用貸借で、申請物件が天水町の畑８４０㎡で、転用目的が農

家住宅及び車庫です。農地区分は住宅の連担している地域に建設する農地で、第２

種農地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

２番、これも親子間での使用貸借で、申請物件が築地の畑４３９㎡で、転用目的

が個人住宅です。農地区分は住宅の連担している地域に建設する農地で、第２種農

地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

３番、申請物件が岱明町の畑７６㎡で、転用目的が進入路です。現在１ｍ幅の進

入路を４ｍに拡幅されるものです。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の

農地で、第３種農地と判断しております。 

４番、申請物件が中の畑２２５㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は都市
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計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

５番、親子間での使用貸借で、申請物件が松木の田３００㎡で、転用目的が個人

住宅です。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判

断しております。 

６番、申請物件が山田の畑５３０㎡で、転用目的が個人住宅及び事務所兼倉庫で

す。農地区分は住宅の連担している地域に建設する農地で、第２種農地に該当し、

申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

７番、申請物件が中の田９２㎡他１筆、計２４４㎡で、転用目的が現場事務所で

す。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断して

おります。 

８番、これは先ほどの議第５８号の１番との関連で、申請物件が築地の田１４㎡

他１筆、計７８㎡で、転用目的が宅地拡張です。農地区分は都市計画法に規定する

用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

９番、申請物件が天水町の樹園地４６２㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区

分は住宅の連担している地域に建設するする農地で、第２種農地に該当し申請地の

他に適当な代替地がないものと判断しております。 

１０番、親子間での使用貸借で、申請物件が岱明町の畑３６７㎡で、転用目的が

個人住宅です。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地

と判断しております。 

１１番、申請物件が岱明町の田０.５１㎡で、転用目的が進入路拡張です。農地

区分は玉名市岱明総合支所より約３７０ｍに所在する農地で、第２種農地と判断し

ております。 

１２番、親子間での使用貸借で、申請物件が滑石の田２６０㎡で、転用目的が個

人住宅です。農地区分は住宅の連関している地域に建設する農地で、第２種農地に

該当し申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

１３番、申請物件が石貫の畑１１２㎡他１筆、計６６１㎡で、転用目的が喫茶店

です。農地区分は中山間地域に存在する農地で、第２種農地に該当し申請地の他に

適当な代替地がないものと判断しております。 

１４番、申請物件が石貫の畑９６４㎡他１筆、計１,０２７㎡で、転用目的が測

量実習を行うための駐車場及び倉庫です。農地区分は中山間地域に存在する農地で、

第２種農地に該当し申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

１５番、申請物件が石貫の畑４７９㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は

中山間地域に存在する農地で、第２種農地に該当し申請地の他に適当な代替地がな

いものと判断しております。 
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１６番、申請物件が岱明町の畑１,５７４㎡で、転用目的が８名入居予定のケア

ホーム及び駐車場です。農地区分は住宅の連担している地域に新設する農地で、第

２種農地に該当し申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

以上、１６件８,１７２.５１㎡を提案申し上げております。申請内容を農地転用

許可基準、全ての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合が

ないものと判断しましたので、ご提案申し上げております。地元委員さん同道の上、

現地調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○３１番（塚本眞由美君） 申請人は、酪農農家でありまして、借人とは親子関係であ

ります。現在住んでおられます家が老朽化し、牛舎への道が急な斜面になっている

ために、申請人は道路に面した牛舎の隣接に住宅、倉庫、車庫を建設されるもので

す。給水は現在使用されております上水及び井戸を利用し、排水は合併浄化槽を設

置し、側溝に流します。被害防除は道路に面したところはＬ型擁壁を設置されます。

周辺は申請人の土地であられますので、別に問題ないと思われます。許可相当と判

断いたしました。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○３番（西川英文君） 先ほども申しました議第５８号と接した同じ地区の土地の並び

のところで、親子関係です。周辺といいますか、高台ですので以前から石垣積みの

農地であったために、他の農地とは接しておりません。特別な造成工事も必要ない

わけで、災害とかないと思います。上下水道も通っておりますし、それに接続する

ということで別段問題もないと思い、許可相当と判断いたしました。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番。 

○１９番（田上 一君） この物件の譲渡人は現在福岡のほうに住んでおられる、譲受

人は菊池のほうに住んでおられます。現在、譲受人は申請地の近くに家を持ってお

られて、その家が市道から１メートルの手前西しか開いてないもんだから、譲渡人

に譲っていただくわけでございますけれども、雨水とかなんとかは、そのまま自然

浸透で対応する、別に、迷惑をかけるようなあれじゃないので、許可相当と認めま

す。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番、５番は説明者が同委員でございますので、続けてご

説明お願いいたします。 
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○３番（西川英文君） ４番から８番まで、順次説明いたします。 

まず４番ですけれど、松木と同じ場所で住所は中になっておりますけれども、大

体、松木と同じところです。駅の中央玉名駅南のですね。三方を住宅地で一方が道

路に面した農地です。上下水道も完備しておりますし、住宅を得るところですので

問題ないと思います。許可相当です。 

それから、５番。これは貸人と借人は義理の息子といいますか娘婿さんだそうで

す。ここの前面が広い道路で、両側に農地残っているようなんですけれども、それ

に被害がないようにＬ型擁壁で保護するということで、上下水も完備しております

し、許可相当と判断いたしました。 

それから、６番です。これはバイパスが今、山田にバイパスが通っておりますけ

れども、蛇ヶ谷公園からちょっと西に寄ったところでございまして、そのバイパス

のすぐ真上の辺りにある農地で、この裏には共同住宅が建っておりますし、周辺は

農地と接するところはないと思います。この近くに公共下水上水が通っております

しすぐには接続するということで、雨水は自然浸透ということだそうですので、現

場見まして別段問題はないと判断いたしましたので、許可相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 説明の途中でございますけども、７番につきましては、始末書

が添付されておりますので、その始末書を事務局から朗読した上、地元委員からの

説明をお願いしたいと思います。 

○事務局（宮田正文君） それでは、始末書を朗読させていただきます。 

私どもはマンション建設工事に伴い、現場事務所を設置する目的で現場工事の隣

接地を平成２２年８月２３日契約開始となる土地、会社契約において借り受けまし

た。その土地が当初から宅地であったため農地であることに気付かずに、通常は行

うべき農地法第５条第１項の規定による許可手続きを行うことなく工事を始めてし

まいご迷惑をおかけしました。今後はこのようなことがないようにいたしますので、

申請の件何卒よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○３番（西川英文君） ７番につきまして、説明いたします。今始末書の朗読がありま

したけれども、これは玉名駅の西側ですね、今７階建てのマンション建っていると

思いますけれども、その現場事務所としてその近くを買われたわけですが、そこは

一時転用の許可を出すべきところですね。それが、出さずに現場事務所を建ててあ

るということで、期日が２４年の１月３１日までということで元の農地に返します

ということは確約をいただきますので、仕方なく許可相当と判断します。 

それから、８番。先ほど議第５７号で申し上げました共同住宅のところの農地を

２.５ｍ拡張するという、買収して拡張するということのところですけども、先ほど
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申しましたように別段問題はないと判断いたしました。許可相当です。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、９番。 

○３３番（岡本大助君） 譲受人の方で、今住んでおられますところの隣接地が運送業

を営んでおりまして、深夜でも車の出入りがあり、また夜中に冷房車のクーラーの

音がして、ゆっくりとした休息、休眠ができず体調不安定になっているということ

で、これから先もう７０代ということでございますので。これから先ゆっくりとで

きる活気のある生活のために最適の場所を見つけておられましたところ、天水町の

バイパスが通っております、県道５０１から中学校のほうにですね。その中間点に

いい場所がありまして、非常にここは病院とかスーパーまた役場とかですね２００

ｍから３００ｍくらいの間にはほとんどあると。その土地のまん前には警察もあり

まして、これから住んでいくためには非常に良い環境じゃないかと思っております。

それから、新築ということでございますが、今年、本年度によってはボーリングで

給水と雨水につきましてはですね、四隅に薄いシートなどを設け、隣接して南側に

水路がありますのでそこに流出ということでございます。敷地は砂利敷きにして雨

水は自然浸透を図り、地下水の再利用を図り、また汚水、生活雑排水におきまして

は、合併浄化槽で処理してもらって、隣接する水路に流出するということです。そ

れから敷地の周辺には、コンクリートブロックで境界をブロックするということで

す。それから被害防除といいますと、側が樹園地がありまして特に日常とか稲耕作

等には影響はないと思いますので、許可相当と判断いたしました。 

   以上です。 

○議長（寺田誠一君） 次、１０番です。 

○１９番（田上 一君） 当物件は、親子関係にあります。息子さんが父親の面倒をか

ねてより考えて、将来のことを考えた末の話だと聞きました。それで、親父さんの

土地を借りて建てられる様子ですけれども、雑排水は公共下水道、雨水は枡を作っ

て市道の側溝に流すということで、近所、近辺に迷惑をかけることもないので、許

可相当と考えました。 

○議長（寺田誠一君） 続きまして、１１番でございますけど、この判定につきまして

は顛末書が添付されておりますので、事務局より朗読をお願いします。 

○事務局（宮田正文君） 顛末書が付いておりますので、朗読させていただきます。 

今回私は農地法第５条の規定により、指定の畑について転用許可を受けるために

申請しました。私は福岡の不動産業が販売した物件を、宅地、建物になりますけれ

ども、本年７月に購入したにすぎません。その不動産業者は、この物件が元所有者

の破産による任意整理で購入した物件であり、土地建物一体となって購入していた
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ものであり原状のままの売却であったことから、どのような事情でそうなったのか

も良く分からないということでした。今回、隣接地であった本物件所有者の方から

侵入していることを訴えられたことで、この物件部分が判明いたしました。それに

よると前所有者が農地所有者に無断で敷地入口を広めたらしく、それがそのままに

なっていたことや、この問題により測量した結果、やはり本申請分だけ農地側には

み出ていたことが分かりました。私は購入した身であるため深く考えておらずこの

ような結果に至ったのは、前所有者の問題と考えております。ですから、私は本顛

末書を差し入れその経緯を申し述べます。 

以上です。 

○議長（寺田誠一君） それでは、地元委員さんからの説明をお願いいたします。 

○２番（東 令佐君） ただいま、説明がありましたように、本人は何も知らずに購入

されておられたわけですが、隣接する所有者の方からの訴えによりまして、進入路

の一部がはみ出しておったわけでございます。その分を改めて譲っていただきまし

て、その分の転用申請でございます。許可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 次、１２番です。 

○５番（星野 泉君） 使用借人と貸人は親子であります。申請地の北及び西は市道に

接しており、東は両親の住宅が建っております。南は親の所有する農地ですので、

他の農地に迷惑をかけるようなところではありません。給水は市水を利用し、雑排

水については合併浄化槽を設置し、田側の用水路に流すということで地元の許可の

同意をもらっておられますので、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 引き続きまして、１３、１４、１５の説明をお願いいたします。 

○１７番（取本一則君） １３番の譲受人は現在退職されておりまして、第二の人生は

喫茶店あたりをやりたいということで、この土地を物色されておりました。この１

３、１４、１５の土地は先ほど粟田委員がご説明されましたゴカ林道沿いの土地で

ございまして、それを４分割されております。４分割されて一つは農地、あと３筆

は転用にかかっております。この１３番目の林道沿いに近いところで、この土地に

４つ全部周囲が玉名市の市道認定された道路に囲まれた土地でございます。本人さ

んは自然環境に恵まれて、こういうところで喫茶店をやりたいということで大変気

に入っておられます。前方には金峰山も望んでおるような素晴らしい景色のところ

でございます。合併浄化槽とか給水につきましてはボーリングを掘りまして地下水

で対応し、下水については合併浄化槽を設置しまして、前面の道路側溝に排出する

ということでございます。 

１４番の譲受人は株式会社を設立されておりまして、現在、技能訓練所等を営ん

でおりまして、各種資格講座等を開設されております。ここで、測量の実習等をこ
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の小岱山の素晴らしい山麓において測度実習をするための駐車場ということで、こ

の土地を選定されたようでございます。それと、中にプレハブみたいな倉庫、ちょ

っと小さいのを１つ設置するということでございまして、あとは汚水も何も発生し

ないということでございます。駐車台数は１８台程度を考えているということです。 

１５番につきましては、個人住宅ということで、この人も譲受人の奥さんをＮＰ

Ｏみたいなのをされていて、とにかく自然環境の素晴らしい静かなところを探され

ておったようでございましてですね、この土地を求められたいということでござい

ます。ここも１３番と同じで給水につきましてはボーリングを掘りまして、そして

前面の道路側溝、市道側溝に排水を流す。配水については合併浄化槽を実施してそ

れも前面部分に排水ということでございます。駐車台数は３台くらい取れるような

計画を持っておられるようになります。許可相当と判断したところでございます。 

以上でございます。 

○議長（寺田誠一君） 次、１６番。 

○２３番（木村 勝君） 申請者である法人は現在開院待ちの理事で障害者福祉サービ

スの多機能型施設、利用者として障害者を持たれた方等ケアの場を提供されるとい

うことです。このたび親亡き後の支援を実現するためのケアホームを計画されまし

た。障害程度の区分４以上障害者を対象としており、短期入所者は緊急における対

応として入院をされるわけです。職員も１０名程度採用するということでございま

した。給水雑排水は、公共の施設を利用して、農政地は中間地でございますので、

人様の、設立には十分注意しながら進めたいということです。許可相当と判断しま

した。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。この他ご意見、ご質問ござい

ませんか。 

○３６番（藤川賢一君） １１番、進入路の件ですが、今後新しく人に変わった訳です

が１０年ほど進入路として使用した場合にはどがんした方がよいでしょうか。私も、

またこのようなもんがあるんですよ。親の代のときは仲よかったけん問題なかった

ばってん、今はゴタゴタなってな、もう通さんというようなことに。 

○会長（寺田誠一君） どんなに私道として使用していたとしても、１０年間無断使用

して手続きしないのであれば、違法としてみなされることがあるとか、指導しなけ

ればいけないと。だから、通っている時は早めにですね、相談していただくなり、

けりをつけなければいけない。 

○３４番（早髙義德君） 宅地の場合はどうなりますか。今までは、よかよかって通し

てたばってん、今頃になって境界の境ば打つごたっときは。 

○議長（寺田誠一君） それは、後から時間ありますので審議後、話をしていただきた
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いと思います。 

それでは、他にこの件につきまして、この他ご意見、ご質問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見がないようですので、採決に移ります。 

農地法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第５９号は許可相当と意見決定する

ことに決定いたしました。 

続きまして、議第６０号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） １６ページをお願いします。議第６０号、農用地利用集積

計画の決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により平成２３年農

用地利用集積計画（案）による利用権の設定等について次のとおり意見決定するも

のとする。平成２３年９月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

別紙、農用地利用集積計画（案）のとおり、玉名市より意見を求められておりま

す。１４ページから１７ページまでの３３件の集積でありまして、所有権移転が６

件の２万９,６１９㎡、利用権設定が２７件の５万８,３４０㎡、合計３３件の８万

７,９５９㎡の集積でございます。 

（事務局より別紙調査書を個々に説明） 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各項の要件を満たしておるものと考

え、ご提案申し上げております。 

よろしくご審議をお願いします。 

○議長（寺田誠一君） 事務局からの説明が終わりました。他にご意見、ご質問ござい

ませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） それでは、ないようですので、採決に移ります。 

農用地利用集積計画の決定について、原案どおり意見決定することに異議のない

方は挙手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第６０号は意見決定することに決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 
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○議長（寺田誠一君） 続きまして、報告２５号および２６号について、事務局の説明

を求めます。 

○事務局長（永井正治君） １８ページをお願いします。報告第２５号、農地の賃貸借

及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条第６項の規定による合意解約及

び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理したので報告します。平成２３年９

月３０日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。今回は１３件の解約の通知書を

受理しております。 

続きまして２２ページをお願いします。報告第２６号、農地の形状変更届につい

て。下記農地の形状変更届がありましたので報告します。平成２３年９月３０日提

出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

今回は１件の届出を受理しております。申請物件は周辺の農地より低く配水が悪

いので、７０ｃｍから８０ｃｍ程度移動するものでございます。 

以上、報告を終わります。 

○議長（寺田誠一君） 事務局より報告がございました。他に、ご質問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 質問がないようでございますので、本日予定しておりました議

案と報告を終わります。 

   

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（寺田誠一君） これをもちまして、第９回農業委員会総会を終わります。慎重

な審議誠にありがとうございました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時４９分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

 

平成２３年９月３０日 
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